
施工条件明示

＜１．工程関係＞

（１）他の工事の開始又は完了の時期により、当該工事の施工時期、全体工期等に影響があ

る場合は、影響を受ける部分及び内容並びに他の工事の内容及び開始又は完了の時期

（２）施工時期、施工時間及び施工方法が制限される場合は、制限される施工内容、施工時

期、施工時間及び施工方法

工期は 120 日（4ヶ月程度）としているが、このうち３ヶ月程度を製品の調達、納入に

かかる期間、１ヶ月程度を後片付けを含む現地施工にかかる期間と想定している。

後片付けを含む現地施工にかかる１ヶ月程度については、休館を予定している。

当該休館の期間については事前に周知する必要があるため、受注者は契約締結後すみ

やかに現地施工にかかる期間を発注者に報告したうえで、協議のうえ、発注者の指示に従

い施工期間を決定するものとする。

（３）当該工事の関係機関等との協議に未成立のものがある場合は、制約を受ける内容及び

その協議内容並びに成立見込み時期

（４）関係機関、自治体等との協議の結果、特定の条件が付され当該工事の工程に影響があ

る場合は、影響を受ける部分及び内容

（５）工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化財等の事前調査を必要とする場合は、その項目

及び調査期間。又、地下埋設物等の移設が予定されている場合は、その移設期間

（６）設計工程上見込んでいる休日日数以外の作業不能日数等



＜２．用地関係＞

1.施工のための仮用地等として施工者に、官有地等を使用させる場合は、その場所、範囲、

時期、期間、使用条件、復旧方法等

＜３．公害関係＞

（１）工事に伴う公害防止(騒音、振動、粉塵、排出ガス等防止)のため、施工方法、建設機

械・設備、作業時間等の指定が必要な場合は、その内容

（２）工事の施工に伴って発生する騒音、振動、地盤沈下、地下水の枯渇等が予測される場

合、又は、電波障害等に起因する事業損失が懸念される場合は、事前・事後等調査の区分

とその調査時期、未然に防止するために必要な調査方法、範囲等

＜４．安全対策関係＞

（１）交通安全施設等を指定する場合は、その内容、期間

（２）鉄道、ガス、電気、電話、水道等の施設と近接する工事において施工方法、作業時間

等に制限がある場合は、その内容

（３）落石、雪崩、土砂崩落等に対する防護施設が必要な場合は、その内容

（４）交通誘導員の配置を指定する場合は、その内容

（５）有毒ガス及び酸素欠乏等の対策として、換気設備等が必要な場合は、その内容



＜５．工事用道路関係＞

（１）一般道路を搬入、搬出路として使用する場合

１）工事用資機材等の搬入経路、使用期間、使用時間帯等に制限がある場合は、その経路、

期間、時間帯等

２）搬入、搬出路の使用中及び使用後の処置が必要である場合は、その処置内容

（２）仮道路を設置する場合

１）仮道路の仕様と設置期間及び工事終了後の処置

＜６．仮設備関係＞

（１）仮土留、仮橋、足場等の仮設物を他の工事に引き渡す場合及び引き継いで使用する場

合は、その内容、期間、条件等

（２）仮設備の構造、工法及びその施工範囲を指定する場合は、その構造、工法及びその施

工範囲

（３）仮設備の設計条件を指定する場合は、その内容

＜７．建設副産物関係＞

（１）建設発生土が発生する場合は、その受入場所及び仮置き場所までの距離等及び処分又

は保管条件

（２）建設副産物の現場内での再利用又は減量化が必要な場合は、その内容



（３）建設副産物及び産業廃棄物が発生する場合は、その処理方法、処理場所等の処理条件

なお、再資源化処理施設又は最終処分場を指定する場合は、その受入場所、距離等の処分

条件

機器類：圧縮 安岡金属株式会社 片道L=25.9km

ボード(石綿含有）：管理型埋立処分 (公・財）エコサイクル高知 片道L=22.7km

※アスベスト含有建材の調査は実施するが、調査の結果はアスベストの除去作業、廃棄が必

要・不要に関わらず発注者に報告することとし、調査結果をふまえ発注者・受注者で協議

のうえ、受注者は発注者の指示に従うものとする。

上記については、「処理方法」は指定とするが、「処理場所」は、積算上の条件明示であり

指定事項ではない。

＜８．工事支障物件等＞

（１）地上、地下等における占用物件の有無及び占用物件等で工事支障物が存在する場合は、

支障物件名、管理者、位置、移設時期、工事方法、防護等

（２）地上、地下等の占用物件に係る工事期間と重複して施工する場合は、その工事内容、

期間等

＜９．排水関係＞

（１）排水の工法、排水処理の方法及び排水の放流先等を指定する場合は、その工法、処理

の方法、放流先、予定される排水量、水質基準及び放流費用

（２）水替・流入防止施設が必要な場合は、その内容、期間



＜10．薬液注入関係＞

（１）薬液注入を行う場合は、設計条件、工法区分、材料種類、施工範囲、削孔数量、削孔

延長及び注入量、注入圧等

（２）周辺環境に与える影響の調査が必要な場合は、その内容

＜11．その他＞

（１）工事現場発生品がある場合は、その品名、数量、現場内での再使用の有無、引き渡し

場所等

（２）支給材料及び貸与品がある場合は、その品名、数量、品質、規格又は性能、引渡場所、

引渡期間等

（３）関係機関・自治体等との近接協議に係る条件及びその内容等

（４）架設工法を指定する場合は、その施工方法及び施工条件

（５）工事用水及び工事用電力等を指定する場合は、その内容

（６）新技術・新工法・特許工法を指定する場合は、その内容

（７）部分使用を行う必要がある場合は、その箇所及び使用時期

（８）施工後の保守について

契約期間外となるが、令和８年度中の冷房から暖房の切替作業（１回を想定）は、発注

者の指示に従い無償で実施すること。


